
10
月
１
日
か
ら
職
員
の
勤
務
時

間
が
変
更
に
な
る
こ
と
に
よ
り
、

役
場
庁
舎
の
業
務
時
間
が
変
わ
り

ま
す
。

正
午
か
ら
午
後
１
時
ま
で
は
昼

休
み
で
す
が
、
窓
口
業
務
は
従
来

通
り
行
っ
て
い
ま
す
。

勤
務
時
間

午
前
８
時
30
分
〜

午
後
５
時
15
分

問
い
合
わ
せ
先

役
場

庶
務
グ
ル

ー
プ
†
76
｜

２
１
５
１

中
学
生
以
下
の
子
供
と
そ
の
保

護
者
、
ま
た
は
高
校
生
以
上
の
大

人
を
対
象
に
開
催
し
ま
す
。「
ミ
ニ

チ
ェ
ア
ー
」
を
製
作
し
ま
す
。

日
　
時

10
月
25
日
（
日
）

11
月
３
日
（
火
）

11
月
15
日
（
日
）

12
月
６
日
（
日
）

※
各
回
と
も

午
前
９
時
〜

午
後
４
時

ま
で
を
予
定

場
　
所

木
工
体
験
工
房
（
つ
べ
つ

木
材
工
芸
館
横
）

定
　
員

各
回
10
組
（
定
員
に
な
り

次
第
締
切
）

参
加
費

１
組
２
５
５
０
円

（
保
険
料
込
み
）

※
当
日
持
参
く
だ
さ
い

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

津
別
町
木
材
工
芸
協
同
組
合

†
76
｜
４
４
６
７

ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
腰
痛
予
防
・

肩
こ
り
改
善
と
水
の
効
果
を
知
っ

て
く
だ
さ
い
！

日
　
程

10
月
８
日
（
木
）

・
午
後
１
時
30
分
〜

・
午
後
６
時
30
分
〜

場
　
所

温
水
プ
ー
ル
す
い
む

講
　
師

上
田
知
行
さ
ん（
札
幌
市
）

対
象
者

一
般
成
人
（
男
性
の
方
も

大
歓
迎
！
）

参
加
料

無
料
（
各
自
傷
害
保
険
に

加
入
の
こ
と
）

定
　
員

各
20
人

そ
の
他

申
し
込
み
は
当
日
も
受

付
け
て
い
ま
す

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

中
央
公
民
館
　
社
会
教
育
課
　

†
76
｜
２
７
１
３

７
月
28
日
実
施
の
３
歳
児
健
診

で
む
し
歯
が
ゼ
ロ
の
お
友
だ
ち
を

紹
介
し
ま
す
。

伊
藤
　
四
葉
ち
ゃ
ん
（
豊
永
）

小
林
　
　
空
く
ん
　
（
布
川
）

百
瀬
　
　
奏
く
ん
　
（
豊
永
）

中
野
　
崇
之
く
ん
　
（
旭
町
）

加
藤
　
郁
也
く
ん
　
（
大
通
）

蒲
生
　
優
斗
く
ん
　
（
達
美
）

庄
子
　
竜
大
朗
く
ん
（
高
台
）

問
い
合
わ
せ
先

役
場
健
康
推
進

グ
ル
ー
プ
　
†
76
｜
２
１
５
１

日
本
政
策
金
融
公
庫
農
林
水
産

事
業
は
、
農
林
漁
業
や
食
品
産
業

を
営
む
方
に
、
長
期
・
低
利
資
金

を
融
資
す
る
政
策
金
融
機
関
と
し

て
、
経
営
改
善
を
支
援
し
て
い
ま

す
。

当
公
庫
の
『
農
林
漁
業
セ
ー

フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
資
金
』
は
、
生
産

物
の
価
格
下
落
や
自
然
災
害
等
に

見
舞
わ
れ
た
農
林
漁
業
者
に
対
す

る
制
度
資
金
（
長
期
運
転
資
金
）

で
す
。

詳
し
く
は
、
左
記
ま
で
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
融
資
の
ご

相
談
は
、
お
近
く
の
Ｊ
Ａ
・
銀
行
・

信
金
で
も
承
り
ま
す
。
農
業
者
等

の
販
路
拡
大
支
援
『
ア
グ
リ
フ
ー

ド
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
マ

ッ
チ
ン
グ
』
と
い
う
サ
ー
ビ
ス
を

無
料
で
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
そ

ち
ら
も
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

日
本
政

策
金
融
公
庫
北
見
支
店

（
平
日
９
時
〜
17
時
）

†
０
１
２
０
｜

９
２
６

４
７
４

（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

F
A
X
０
１
５
７
｜

61
｜

８
２
１
５

み
な
さ
ん
か
ら
応
募
い
た
だ
い

た
児
童
館
の
愛
称
が
「
つ
べ
つ
ん
」

に
決
ま
り
ま
し
た
。
命
名
し
た
の

は
津
別
小
学
校
４
年
生
の
藤
岡
篤

也
く
ん
で
「
こ
ど
も
の
あ
だ
名
み
た

い
に
し
た
か
っ
た
か
ら
で
す
」
と

命
名
の
理
由
を
明
か
し
て
い
ま
す
。

平
成
21
年
10
月
１
日
よ
り
、
離

職
者
で
あ
っ
て
就
労
意
欲
が
あ
る

方
の
う
ち
、
住
宅
を
喪
失
し
て
い

る
方
又
は
喪
失
す
る
お
そ
れ
の
あ

る
方
を
対
象
と
し
て
、
６
ヶ
月
間

を
限
度
と
し
て
住
宅
手
当
を
支
給

す
る
事
業
が
始
ま
り
ま
す
。
詳
細

に
つ
い
て
は
左
記
ま
で
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

役
場
保
健
福
祉
課

†
76
｜
２
１
５
１

まちづくりに対する疑問、ご意見を

お寄せください。

地域振興グループ　† 76－2151

FAX 76－2976

◎車上狙い事件発生！

８月中、美幌町店舗駐車場、津別町施設駐車場にお

いて、車内から現金などが盗まれる車上狙いが発生し

ています。

◎空き巣事件発生！

美幌町、津別町で、一般住宅に空き巣が入り現金が

盗まれたり、空き巣未遂と思われる窓ガラス破りが発

生しています。

◎知事から振り込め詐欺被害防止のメッセージが出て

います

「今年６月末で全道124件、被害総額約１億3,000万円

の被害が発生していることから、家族の絆を深め、家

族の合言葉を決めて被害にあわないよう、又、家族間

のコミュニケーションによる予防を地域にも浸透させ

てください」とメッセージが出ています。

地 域 安 全 ニ ュ ー地 域 安 全 ニ ュ ー スス

美幌と津別の防犯協会と美幌警察署からの情報を掲載しています。

内容については各防犯協会または警察署にお問い合わせください。

夕
暮
れ
時
は

危
険
が
い
っ
ぱ
い

住民活動

グループ

†７６－２１５１

夏
の
終
わ
り
と
と
も
に
過
ご
し
や

す
い
季
節
と
な
り
ま
し
た
が
、
日
も

短
く
な
り
、
下
校
や
職
場
か
ら
の
帰

宅
な
ど
薄
暗
い
中
を
活
動
す
る
機
会

も
多
く
な
り
ま
す
。

昼
の
明
る
さ
と
夜
の
暗
さ
が
入
れ

替
わ
る
早
朝
や
夕
暮
れ
時
は
、
特
に

死
亡
事
故
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
対

向
車
や
歩
行
者
、
自
転
車
が
薄
暗
い

景
色
に
ま
ぎ
れ
て
見
え
に
く
く
な
る

ば
か
り
か
、
歩
行
者
や
自
転
車
も
視

野
が
狭
く
な
り
、
周
囲
へ
の
注
意
が

不
十
分
に
な
り
が
ち
で
す
。

ド
ラ
イ
バ
ー
は
、
ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ

ン
に
努
め
、
早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯
を

行
い
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
歩
行
者
や
自
転
車
は
、
自

分
が
周
り
か
ら
「
見
え
て
い
な
い
」

可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
考
え
、
常
に

周
囲
に
気
を
配
り
ま
し
ょ
う
。

秋
の
収
穫
時
期
は
、
農
産
物
の
輸

送
で
大
型
車
両
の
通
行
が
一
段
と
多

く
な
り
ま
す
。

ド
ラ
イ
バ
ー
も
歩
行
者
も
お
互
い

に
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、
交
通
安
全

に
努
め
ま
し
ょ
う
。

む
し
歯
ゼ
ロ
の
お
友
だ
ち
を

紹
介
し
ま
す

児
童
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

日
本
公
庫
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ

ッ
ト
貸
付
に
つ
い
て

ホームページアドレス
http://www.afc.jfc.go.jp/

津
別
町
役
場
の
業
務
時
間

が
変
更
さ
れ
ま
す

親
子
・
大
人
木
工
教
室
の

参
加
募
集

日　時 10月４日（日）午前11時45分（１時間）

（高石ともやマラソンゴール後開催）

場　所 津別町さくら公園

（豊永・ふれあい公園パークゴルフ場となり）

入　場 無料〈雨天決行〉

駐車場 駐車場に限りがありますのでご注意ください。

主　催 地域再生プロジェクト推進協議会

後援　津別町・津別町教育委員会

問い合わせ先 事務局（役場†76－2151内線238）

～高石ともや「癒しの空間」コンサート～

わたしの子供たちへ（豊かな自然との対話）

現在、津別町では森林セラピー基地をめざして取り

組んでいます

フォークシンガー高石ともやが
第８回つべつ紅葉マラソン大会に参加

【追加申請対象者】

平成21年度特定不妊治療費助成事業の申請者を既

に行った者のうち、１回の治療につき10万円以上の

額を申請し、助成対象費が10万円を超える者で、10

万円の交付を受けている者

問い合わせ先 北見保健所　†0157－24－4173

北海道では、国の「緊急経済対策」による不妊治療

に係る助成額の拡大を受けて、特定不妊治療を受けて

いる方の経済的な負担の軽減を図るため、特定不妊治

療費助成事業を行い、従来助成限度額の10万円から

15万円に拡大することとしました。

平成21年度に特定不妊治療費助成事業の申請を既

に行った方で、10万円以上の特定不妊治療費がかか

った方についても、追加申請をすることで、平成21

年４月１日に遡って、10万円を超えた額の助成（最

大５万円）を受けることができますので、次までお問

い合わせください。

ただし、助成額の拡大（10万→15万円）について

は平成21年度限りの措置です。

水
中
運
動
教
室
の
ご
案
内

離
職
者
の
方
に
住
宅
手
当
が

支
給
さ
れ
ま
す

◎日　　時 10月10日（土）午前9時30分に公民館前か

ら出発します

◎場　　所 弟子屈町和琴半島（約2.5kmの和琴半島遊

歩道を１時間程度で１周します）

◎参 加 費 200円（保険料）、昼食代（屈斜路プリンス

ホテルでバイキング等を選択されるかを申

込受付の時に確認いたします）

◎持 ち 物 トレッキングシューズ等の靴、飲み物等

（バイキングを希望しない方は弁当持参）

◎参加対象 町内小学生から一般町民

◎参加締切 10月６日（火）締切です

が、定員（25人）に達した

時点で締め切ります　　　

◎申込・問い合わせ先

津別町中央公民館　社会教育課

†76－2713


